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葉
総
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体
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館
空
調
設
備
設
置
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事

　
　
　
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
総
員
賛
成
で

　表紙の写真は、伊吹山南側斜
面の治山対策および植生復元
現場の視察の様子です。
　伊吹山を以前のような緑豊
かな姿に戻すためにさまざま
な手法を用いて復元工事が行
われています。
　資材を運搬するために導入
された大型ドローンは、一度に
60キロの資材を運ぶことがで
き、大幅な作業の効率化が図ら
れています。また、アーチ状の
獣害ネットの設置により植生
も進んできました。
　伊吹山が一日も早く復元で
きるよう市民の皆さんのご理
解、ご協力をお願いします。

地域活動とコラボ
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、７
ペ
ー
ジ
へ
）

（
詳
し
く
は
、５
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ペ
ー
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コ
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域
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ラ
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企
業
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設
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タ
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ど
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“我がまちのために！” 私は執行部に
ここが聞きたい　一般質問

録
画
配
信
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
敬
二

米
原
市
の
上
下
水
道
の
現
状
と
課
題

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
𦚰
正
孝

原
子
力
災
害
発
生
時
の
体
制

米
原
駅
東
西
自
由
通
路
の
今
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
部
亮

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
行
政
経
営
改
革

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
熱
中
症
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
嶋
眞
一

庁
舎
駐
車
場
の
安
全
な
動
線
確
保

特
別
天
然
記
念
物
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
野
正
行

こ
ど
も
意
見
表
明
権
の
実
効
的
な
保
償

米
原
市
給
付
型
奨
学
金
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
角
大
祐

伊
吹
山
の
修
復

学
校
に
お
け
る
危
機
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
取
和
幸

子
ど
も
の
急
激
な
人
口
減
少
と
そ
の
具

体
的
対
応
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
泰
裕

地
籍
調
査

旧
国
道
８
号
の
安
全
確
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
正
明

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
置

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
邦
昭

市
民
生
活
を
守
る
課
題

森
林
火
災
な
ど
の
大
規
模
化
へ
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
正
雄

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
自
治
体
経
営

の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
北
勝
平

本
ペ
ー
ジ
上
部
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
各
議
員
の
質
問
動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

若
者
の
挑
戦
と
交
流
拠
点
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
敦
子

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
の 
会
期 
は
６
月
４
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
23
日
間

一い
ち
の
み
や

ノ
宮 

賢け
ん
り
ょ
う了
氏
を
教
育
長
に
再
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

農
業
委
員
会
委
員
19
名
の
任
命
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で
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◎
自
治
会
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補
助
金　
２
２
６
０
万
円

◎
医
療
費
助
成
の
資
格
確
認
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費　
約
４
７
０
万
円

◎
ヨ
モ
ギ
を
活
用
し
た
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
創
出
の
た
め
の
調
査
経
費　
１
０
０
万
円

◎
長
浜
市
と
連
携
し
た
産
業
用
地
開
発
に
向
け
た
プ
ラ
ン
策
定
経
費　
３
０
０
万
円

◎
市
道
の
新
設
改
良
工
事
の
経
費　
１
７
８
０
万
円

伊
吹
地
域
北
部
辺
地
お
よ
び
伊
吹
地
域
東
部
辺
地
に
係
る

　
　
　
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

新
た
に
１
本
の
道
路
を
市
道
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

双
葉
総
合
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
工
事
の
請
負
契
約
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

小
中
学
校
の
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
３
３
５
１
台
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
の
更
新
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

新
た
に
地
区
整
備
計
画
区
域
に
決
定
し
た
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

　
　
　
　
　
　
制
限
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

詳細は、P4～７へ

　　 議会が　　 した主な補正予算　　 議会
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第２回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・承認とした案件

【総産建】総務産業建設常任委員会
【民生教】民生教育常任委員会
【予算決算】予算・決算常任委員会

番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先
報告第　２号　令和７年度米原市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について
報告第　３号　令和７年度米原市水道事業会計予算繰越計算書について
報告第　４号　令和７年度米原市下水道事業会計予算繰越計算書について
報告第　５号　�公益財団法人伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団の決算および事業計画に

関する書類の提出について
承認第　２号　�専決処分の承認を求めることについて（令和７年度米原市一般会計補正予算（第

１２号））
承認第　３号　専決処分の承認を求めることについて（米原市税条例の一部を改正する条例）
承認第　４号　�専決処分の承認を求めることについて（米原市都市計画税条例の一部を改正する

条例）
同意第４～２２号　米原市農業委員会委員の任命について
議案第３４号　令和８年度米原市一般会計補正予算（第２号）
議案第３５号　令和８年度米原市水道事業会計補正予算（第１号）
議案第３６号　令和８年度米原市下水道事業会計補正予算（第１号）

【予算決算】

長
浜
市
と
連
携
し
た
産
業
用
地
開
発
事
業
に

　
　
係
る
企
業
誘
致
戦
略
プ
ラ
ン

新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品

「（
仮
称
）伊
吹
ヨ
モ
ギ
」の
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　今回の補正予算には、長浜市と連携した産業用地開発事業に関する企業誘致戦略プ
ラン策定に係る業務委託料300万円が計上されています。
　この業務は、6年度に長浜市と連携し、滋賀県事業に応募した産業用地の開発事業に
関し、県の第1次審査において「選外」と判定されたことに端を発しており、その後、7年
度に実施した、当該候補地の需要を把握するための大手製造業3千社へのアンケート調
査やヒアリング調査に続くものです。
　今回の業務は、候補地への企業誘致を効果的に進めるため、調査・分析を行い、企業
誘致戦略を策定する内容となっています。
　所管委員会における「委員間討議」では、7年度に実施した大手製造業を選定した調
査手法の反省と、実効性のある計画策定を検討すべきであること、また、業務受託業者
任せではなく、市長を先頭に汗をかき計画をまとめる必要があること、さらには、計画
策定と並行して、個別の企業誘致にも精力的に取り組む必要があることなどの意見が
集約され、本会議において報告されました。

←P6

←P6

※「報告」は、議決対象外です。

　近年、ヨモギの健康効果や美容効果に注目が集まり、食品、化粧品、入浴剤、医療・灸
用など多岐に渡る用途で需要が拡大しています。
　伊吹山は古くから薬草の宝庫として知られており、かつては、伊吹山麓の周辺地域が

「伊吹もぐさ」の原料であるヨモギの主産地でしたが、現在は少数の生産者が個々にヨ
モギ栽培に取り組まれており、地域全体として産地化に向けた取り組みには至ってい
ませんでした。
　今回の補正予算では、米原市の新たな特産品として「伊吹ヨモギ」のブランド化を図
るべく、ヨモギブランド化調査委託料100万円が計上されています。執行部の説明で
は、優良株の選抜育種、品種の保護と保持、成分の分析など、他産地との差別化を図るべ
く、科学的根拠に基づいたブランドの確立を目指すとしています。
　委員会では、ブランド化への取り組みに当たって、「（仮称）湖北ヨモギ協議会」への
参加についてや委託する調査の内容についての質疑がありました。
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　米原市では市内消防団に36台の消防車両を配

備し、平成26年に定めた20年の更新基準に従い、

運用をしています。

　今回、更新を行う車両は、平成18年10月に購入

した山東方面隊第１分団に配備している消防ポ

ンプ自動車で、購入から20年が経過します。取

得金額は約２，８００万円です。

　今後も更新基準に従い、適切な配備・運用をし、

市民の安全・安心な暮らしを守ります。

　２年度に導入した学習者用タブレットパソコ

ンが、経年劣化などで更新の必要があるため、新

しい学習者用タブレットパソコンを購入します。

　購入台数は３，３５１台で、取得金額は約

１億９，７００万円です。納入後、市内小中学校へ

新しい学習者用タブレットパソコンを配備しま

す。

消防ポンプ自動車 学習者用タブレットパソコン

番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先
議案第３７号　�米原市監査委員条例および米原市水道事業および下水道事業の設置等に関する条

例の一部を改正する条例について
議案第３８号　米原市税条例の一部を改正する条例について
議案第３９号　米原市印鑑条例の一部を改正する条例について
議案第４０号　�米原市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条

例について
議案第４１号　米原市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
議案第４２号　財産の取得について（消防ポンプ自動車）

【総産建】

議案第４３号　財産の取得について（学習者用タブレットパソコン）
議案第４４号　工事請負契約の締結について（双葉総合体育館空調設備設置工事） 【民生教】

議案第４５号　市道の路線認定の変更について
議案第４６号　市道の路線認定について
議案第４７号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（伊吹地域北部辺地）
議案第４８号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（伊吹地域東部辺地）

【総産建】

同意第２３号　米原市教育長の任命について
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報告します！問
　
北
の
近
江
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
事
業
に

に
関
し
て
補
助
率
に
違
い

が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設
置
補
助
や
他
市
と
の

連
携
事
業
に
よ
る
補
助
の

場
合
と
、
市
単
独
事
業
に

よ
る
補
助
の
場
合
な
ど
に

応
じ
て
補
助
率
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。

問
　
退
職
さ
れ
た
職
員
の

年
齢
層
や
勤
続
年
数
は
。

答
　
７
年
度
退
職
者
の
う

ち
、
10
年
未
満
の
若
手
職

員
が
８
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
職
員
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
や
り

が
い
に
関
す
る
問
い
に
対

し
て
、
半
数
が
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
な
い
と
の
回

答
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い

ま
す
。
研
修
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

問
　
今
回
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
が
３
件
採
択

さ
れ
た
が
、 

市
、 

県
そ
れ

ぞ
れ
で
優
先
順
位
付
け
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
と

し
て
優
先
順
位
を
県
に
伝

達
し
て
い
る
の
か
。

答
　
市
、
県
そ
れ
ぞ
れ
で

優
先
順
位
付
け
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
か
ら
県
へ
の

申
請
送
致
時
に
は
、
市
の

基
準
に
基
づ
き
、
客
観
的

に
判
断
し
て
順
位
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
滋
賀
県
か
ら
打
診
が

あ
っ
た
と
の
説
明
で
あ
っ

た
が
、
計
画
さ
れ
て
い
る

（
仮
称
）湖
北
ヨ
モ
ギ
協
議

会
と
は
ど
の
よ
う
な
団
体

か
。

答
　
同
協
議
会
は
設
立
に

向
け
て
調
整
中
で
あ
り
、

８
年
度
中
に
設
立
さ
れ
る

予
定
で
す
。
本
市
、
滋
賀

県
、 

長
浜
市
、 
長
浜
バ
イ

オ
大
学
、
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ

ス
創
出
研
究
会
、
さ
ら
に

は
生
産
者
な
ど
の
連
携
に

よ
り
、
立
ち
上
げ
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

問
　
予
算
の
１
０
０
万
円

は
具
体
的
に
何
に
使
う
の

か
。

答
　
伊
吹
の
ヨ
モ
ギ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
伊
吹
の
ヨ
モ
ギ
に

は
こ
う
い
っ
た
特
徴
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
周
知
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
お
い 

て
、 

優
良
株
の
選
抜
や
、

ク
ロ
ー
ン
技
術
の
確
立
、

技
術
指
導
、
成
分
分
析
な

ど
を
行
い
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ン
ド
化

の
確
立
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

問
　
長
浜
市
と
連
携
し
た

産
業
用
地
開
発
事
業
に
係

る
企
業
誘
致
戦
略
プ
ラ
ン

策
定
業
務
に
関
し
て
、
企

業
誘
致
は
ど
の
業
種
に
重

点
を
置
く
の
か
。

答
　
製
造
業
中
心
の
企
業

誘
致
で
は
、
３
年
か
ら
４

年
と
い
っ
た
ス
ピ
ー
ド
感

で
立
地
が
で
き
る
用
地
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

実
現
の
可
能
性
が
低
く
な

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
外
の
商
業
、 
農
業
、

物
流
、
研
究
開
発
な
ど
も

含
め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
　
可
能
性
調
査
を
実
施 

す
る
が
、 

調
査
の
結
果
、

可
能
性
が
な
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
事
業
か
ら
撤

退
す
る
意
思
は
あ
る
の
か
。

答
　
当
該
用
地
は
、
農
振

農
用
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

規
制
解
除
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
進

出
事
業
者
や
当
該
事
業
の

面
積
、
規
模
な
ど
の
具
体

的
な
事
業
計
画
が
必
要
で

あ
る
と
県
の
農
政
部
局
か

ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

進
出
事
業
者
を
１
年
で
見

つ
け
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
の
で
、
良
い
結
果
が

出
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

引
き
続
き
可
能
性
の
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
長
浜
市
と
連
携
し
た
産

業
用
地
開
発
事
業
に
関
し
、

昨
年
度
の
調
査
か
ら
も
、

進
出
企
業
の
需
要
が
見
通

せ
な
い
中
、
こ
の
事
業
を

自
治
体
施
行
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
予

算
的
に
も
大
変
厳
し
い
状

況
に
陥
る
。
進
出
企
業
の

見
込
み
が
立
た
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
結
論
を
出
さ
な

け
れ
ば
、
惰
性
で
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、 

今
回
の
調
査
業
務
で
、

一
定
の
結
論
を
出
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
、 

ま
た
、

一
方
で
は
、
企
業
誘
致
に

関
し
、
両
市
と
も
に
思
い

が
あ
る
中
、 

ま
た
、 

地
元

に
対
す
る
説
明
も
行
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
近
々
に

白
紙
に
戻
す
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
。

　
今
回
の
誘
致
事
業
の
白

紙
化
と
い
う
考
え
は
、
も

う
少
し
先
の
ほ
う
に
伸
ば

し
た
方
が
良
い
と
の
反
対

意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
予
算
を
除
く
議
案
に

つ
い
て
討
論
・
採
決
を
行

い
ま
し
た
。
討
論
は
な
く
、

慎
重
審
査
の
結
果
、
全
て

の
議
案
は
総
員
賛
成
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

北
の
近
江
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
補
助
金

人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
人

件
費
の
減
額

議
案
第
34
号

８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
細
野 

正
行

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
藤
田 

正
雄

　
委
　
員	
須
藤 
正
明
、  

川
嶋 

眞
一
、  

山
本 

克
巳
、

	

矢
野 
邦
昭
、  

𠮷
田 

周
一
郎
、  

鍔
田 

明

討
論
・
採
決
結
果

委
員
間
討
議
に
お
け
る

論
点
に
つ
い
て

産
業
用
地
開
発
事
業

（
仮
称
）伊
吹
ヨ
モ
ギ
の

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
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報告します！問
　
更
新
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
、

機
種
の
能
力
の
妥
当
性
は

ど
う
か
、
ま
た
予
備
機
の

台
数
分
と
し
て
15
％
の
枠

は
適
正
で
あ
る
の
か
ど
う

か
。

答
　
小
・
中
学
校
で
は
、

全
国
学
力
状
況
調
査
や
今

後
、
各
教
科
の
テ
ス
ト
な

ど
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
方
式
と
な
る
こ
と
か

ら
、
県
が
推
奨
し
て
い
る

ス
ペ
ッ
ク
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
妥
当
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
予
備
機

は
過
去
の
活
用
実
績
と
合

わ
せ
て
、
県
の
指
示
に
基

づ
き
積
算
し
て
お
り
適
正

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
の
使
用
に
つ
い
て
、
破

損
し
て
交
換
す
る
場
合
、

有
償
に
な
る
の
か
。
保
護

者
は
、
無
償
で
交
換
し
て

も
ら
え
る
の
か
。

答
　
基
本
、
故
意
に
よ
る

破
損
や
故
意
に
近
い
過
失

の
よ
う
な
状
況
な
ら
有
償

と
な
り
ま
す
。

問
　
取
得
額
は
、
１
台
当

た
り
５
万
９
千
円
で
あ
る

が
、
５
万
５
千
円
ま
で
が

国
庫
補
助
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
５
万
９
千

円
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
今
回
、
５
万
５
千
円

を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル

の
使
用
許
諾
権
の
購
入
な

ど
に
な
り
ま
す
。

問
　
前
回
の
坂
田
小
学
校

の
工
事
の
時
も
大
幅
な
計

画
変
更
や
事
業
費
の
増
額

が
あ
っ
た
が
、
今
回
資
材

高
騰
や
人
件
費
高
騰
な
ど

で
想
定
さ
れ
る
計
画
変
更

や
追
加
工
事
な
ど
現
時
点

で
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
の
か
。

答
　
大
幅
な
工
事
変
更
が

あ
れ
ば
そ
の
都
度
、
報
告

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
者
か
ら
は
資
材
、
例
え

ば
シ
ン
ナ
ー
な
ど
塗
料
の

関
係
で
、
ナ
フ
サ
に
関
連

す
る
資
材
が
な
か
な
か
入

手
困
難
な
状
態
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
よ
う
な

情
報
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
物
価
高
騰
の
波 

を
受
け
て
お
り
、 

今
後
、

資
材
自
体
の
供
給
を
含
め

て
、
工
事
の
工
期
や
金
額

な
ど
契
約
の
変
更
も
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

問
　
空
調
設
備
の
方
式
は
、

ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式

と
聞
い
て
い
る
が
、
今
回

は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
方
式
で
の

予
定
な
の
か
。

答
　
基
本
的
に
は
、
バ
ル

ク
タ
ン
ク
に
ガ
ス
を
た
め

て
運
用
す
る
形
を
取
っ
て

い
ま
す
が
、
都
市
ガ
ス
の

幹
線
が
学
校
の
近
く
に
あ

る
場
合
は
、
都
市
ガ
ス
を

検
討
し
つ
つ
、
よ
り
効
果

的
に
運
営
で
き
る
方
法
を

選
択
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
予
算
・
決
算
常
任
委
員

会
全
体
会
に
お
け
る
各
議

案
に
対
す
る
論
点
整
理
に

お
い
て
は
、
医
療
費
助
成

に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
に
つ
い
て
、
現
状

と
今
回
の
整
備
に
よ
る
拡

大
の
範
囲
を
委
員
会
で
説

明
を
求
め
る
こ
と
と
し
て

整
理
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

に
対
応
し
て
い
な
い
医
療

機
関
へ
の
対
応
な
ど
に
関

す
る
質
疑
に
関
し
、
執
行

部
か
ら
は
、
未
対
応
の
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
資
格
証
に

よ
る
対
応
と
な
る
が
、
国

が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
へ
の
加
入
が
進

む
で
あ
ろ
う
と
の
趣
旨
の

答
弁
で
し
た
。
な
お
、
委

員
間
討
議
で
は
特
に
意
見

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
付
託
さ
れ
た
議

案
の
う
ち
、
予
算
を
除
く

案
件
に
つ
い
て
討
論
・
採

決
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
討

論
は
な
く
、 

採
決
の
結
果
、

議
案
第
43
号
、
議
案
第
44

号
は
、 

い
ず
れ
も
、 

総
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
第
43
号
　
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
（
学
習
者
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
）

小
中
学
校
の
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

双
葉
総
合
体
育
館
空
調
設
備
設
置
工
事

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
民
生
教
育
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
鹿
取 

和
幸

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
振
角 

大
祐

　
委
　
員	
川
北 
勝
平
、  

川
部 

亮
、  

山
口 

敬
二
、

	

山
本 
泰
裕
、  

藤
本 

敦
子
、  

山
𦚰 

正
孝

委
員
間
討
議
・
採
決

議
案
第
44
号
　
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
双
葉
総
合
体
育
館
空
調

設
備
設
置
工
事
）
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問

第
３
次
総
合
計
画
で

掲
げ
る
「
挑
戦
す
る
」
ま

ち
づ
く
り
の
中
で
、
若
者

が
地
域
で
未
来
を
描
き
、

挑
戦
で
き
る
環
境
を
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
　
若
者
の
挑
戦
は
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

原
動
力
で
す
。
第
3
次
総

合
計
画
素
案
で
は
「
挑
戦

す
る
」
を
基
本
理
念
に
掲

げ
て
お
り
、
市
民
や
企
業

の
挑
戦
を
応
援
し
、
若
者

が
米
原
で
未
来
を
描
き
、

挑
戦
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

で
１
月
か
ら
３
月
ま
で
実

施
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
新
規
顧
客
や

リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
、
新

商
品
開
発
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
周
知
な
ど
の
成
果
が
あ

っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
を

単
な
る
販
売
の
場
で
終
わ

ら
せ
ず
、
創
業
支
援
や
地

域
産
品
の
開
発
、
観
光
商

品
化
な
ど
、
次
の
事
業
や

挑
戦
に
つ
な
げ
て
い
く
考

え
を
伺
う
。

答
　
出
店
者
か
ら
は
「
店

舗
経
営
の
実
務
経
験
が
得

ら
れ
た
」、「
来
店
客
の
反

応
を
確
認
で
き
た
」、「
効

果
的
な
宣
伝
が
で
き
た
」

と
好
評
で
、
新
商
品
開
発

や
新
た
な
顧
客
獲
得
に
つ

な
が
る
な
ど
、
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
補
助
金
な
ど

に
よ
る
継
続
支
援
と
と
も

に
、
成
果
や
意
見
を
検
証

し
、
多
く
の
人
が
参
加
で

き
る
仕
組
み
や
運
営
ル
ー

ル
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

を
、
新
幹
線
直
結
の
立
地

を
生
か
し
、
市
民
、
若
者
、

事
業
者
、
大
学
、
企
業
な

ど
が
関
わ
る
小
さ
な
挑
戦

や
実
証
の
場
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
。
若
年
層
の

流
出
と
い
う
課
題
の
解
決

や
地
域
資
源
の
活
用
に
つ

な
が
る
実
証
の
入
口
と
す

る
考
え
を
伺
う
。

答
　
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

は
、
米
原
駅
直
結
で
誰
で

も
自
由
に
利
用
で
き
る
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
カ

フ
ェ
部
分
を
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
は
、「
小
さ
な
挑

戦
を
支
援
す
る
場
」、「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

す
場
」と
し
て
認
知
さ
れ
、

交
流
や
若
年
層
の
流
出
と

い
う
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
つ
に
な
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
若
者
が
米
原
に
関
心

を
持
ち
続
け
、
将
来
戻
り

た
い
、
戻
ら
な
く
て
も
関

わ
り
続
け
た
い
と
思
え
る

関
係
を
つ
く
る
た
め
、
市

民
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
、
人

や
情
報
が
つ
な
が
り
、
新

し
い
挑
戦
が
生
ま
れ
る
場

と
し
て
育
て
る
考
え
を
伺

う
。

答
　
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

は
、
多
く
の
方
が
自
由
に

過
ご
し
、
ほ
か
の
市
役
所

に
は
な
い
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
自
由
な
雰
囲
気
を
大
切

に
し
、
交
流
エ
リ
ア
全
体

の
有
効
活
用
と
利
用
環
境

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問
　
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

を
「
や
っ
て
み
た
い
」
を

受
け
止
め
る
共
創
の
場
と

し
て
育
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
次
の

挑
戦
に
つ
な
げ
る
考
え
を

伺
う
。

答
　
多
く
の
人
を
集
め
、

交
流
を
生
み
出
す
取
り
組

み
の
一
つ
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
限
ら

ず
、
若
者
の
挑
戦
に
つ
な

が
る
事
業
に
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
と
し
て
の
将
来
像
に

つ
い
て

○若者の挑戦と交流拠点づくり

市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
の

将
来
像
に
つ
い
て

市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
を

実
証
の
入
口
に
で
き
な

い
か

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

の
評
価
と
次
へ
の
接
続

に
つ
い
て

藤本　敦子　議員

市民活動スペース
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問

当
初
計
画
で
は
出
入

り
口
が
２
カ
所
あ
っ
た
は

ず
だ
が
、
な
ぜ
利
便
性
を

下
げ
て
ま
で
「
１
カ
所
の

み
」
の
構
造
に
変
更
し
た

の
か
。

答
　
初
期
段
階
で
は
２
カ

所
の
出
入
り
口
を
想
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
公
安
委

員
会
と
の
協
議
の
結
果
、

北
側
の
市
道
が
通
学
路
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
１
カ

所
に
集
約
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。

問
　
災
害
時
の
司
令
塔
で

あ
る
庁
舎
に
お
い
て
、
唯

一
の
ア
ク
セ
ス
路
で
あ
る

駅
ロ
ー
タ
リ
ー
が
機
能
不

全
に
陥
っ
た
場
合
、
職
員

の
参
集
や
緊
急
車
両
の
出

入
り
、
救
援
物
資
の
搬
入

な
ど
「
１
カ
所
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
」
に
依
存
し
て
い

る
現
状
は
、
防
災
上
の
致

命
的
な
弱
点
で
な
い
か
。

答
　
本
庁
舎
に
は
南
側
の

駅
ロ
ー
タ
リ
ー
以
外
に
、

緊
急
時
に
利
用
可
能
な
北

側
の
進
入
路
を
設
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
災

害
で
付
近
の
道
路
が
寸
断

さ
れ
る
事
態
を
想
定
し
、

そ
の
際
は
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
副
拠
点
で
あ

る
山
東
支
所
に
災
害
対
策

本
部
を
移
し
て
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
東
口
の
開
発
が
進
め

ば
、
今
後
さ
ら
に
交
通
量

が
増
加
し
、
駅
ロ
ー
タ
リ

ー
周
辺
の
混
雑
は
一
層
深

刻
化
す
る
。
こ
の
交
通
渋

滞
が
市
役
所
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
与
え
る
影
響
を
ど
う

予
測
し
て
い
く
の
か
。

答
　
東
口
の
開
発
に
よ
り

約
６
０
０
人
の
就
業
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
交
通
渋
滞

は
十
分
に
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
開
発
状
況
に

応
じ
、
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
の

混
雑
や
歩
行
者
の
安
全
を

注
視
し
つ
つ
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
円
滑
な
ア
ク

セ
ス
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
特
別
天
然
記
念
物
と

い
う
国
の
指
定
を
預
か
る

管
理
責
任
者
と
し
て
、
市

長
は
、
現
在
進
行
し
て
い

る
個
体
数
の
減
少
や
生
息

環
境
の
悪
化
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
責

任
を
果
た
す
考
え
か
。

答
　
文
化
財
保
護
法
に
お

け
る
天
野
川
の
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
の
管
理
者
に
つ
い
て

は
、
本
市
は
法
的
な
管
理

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
国
の
特
別

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
貴
重
な
自
然
遺
産
で
あ

り
、
市
と
し
て
も
、
そ
の

保
全
と
次
世
代
へ
の
継
承

は
極
め
て
重
要
な
責
務
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
保
護
領
域
は
、
一
級

河
川
だ
が
、
こ
の
周
辺
で

生
息
し
て
い
る
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
は
保
護
の
対
象
に
な

る
か
。

答
　
国
の
特
別
天
然
記
念

物
「
長
岡
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
お
よ
び
そ
の
発
生
地
」

以
外
の
区
域
に
つ
い
て
も
、

市
は
重
要
な
保
護
対
象
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
減
少
地
点
の
環
境
改

善
を
行
う
に
あ
た
り
、
外

部
の
専
門
家
や
技
術
者
を

市
が
責
任
を
持
っ
て
招し

ょ
う
へ
い聘

し
、
科
学
的
デ
ー
タ
に
基

づ
く
保
全
計
画
を
策
定
す

べ
き
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
熱
意
を
支
え
、
実

効
性
の
あ
る
保
全
に
す
る

た
め
、
市
が
専
門
的
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
構
築

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
地
域
だ
け
で
は
対
応

が
難
し
い
課
題
で
す
。
市

と
し
て
も
、
地
域
の
活
動

に
寄
り
添
い
、
行
政
と
し

て
必
要
な
協
力
を
行
う
こ

と
で
、
共
に
手
を
取
り
合

っ
て
保
護
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
も
出
口

　
　
１
つ
で
大
丈
夫
？

○庁舎駐車場の出入り口増設および
 安全な動線確保
○特別天然記念物ゲンジボタルの保全

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

　
　
　
減
っ
て
い
ま
す

細野　正行　議員

米原駅東口駅前開発特別委員会資料（令和6年6月6日）
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問

今
年
２
月
時
点
の
本

市
の
０
歳
児
人
口
は
１
６

７
人
で
あ
り
、
直
近
５
年

で
子
ど
も
の
人
口
は
激
減

し
て
い
る
。
特
に
７
つ
の

小
学
校
区
に
お
い
て
は
顕

著
で
あ
り
、
今
後
の
人
口

推
移
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
と
こ
ろ
、
３
~
５

年
後
に
出
生
数
が
０
人
に

な
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
分
か
っ
た
（
グ
ラ
フ
参

照
）。
小
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
数
の
急
激
な
減
少

へ
の
対
応
策
と
、
統
廃
合

の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
本
年
度
設
置
予
定
の

「
米
原
市
立
小
中
学
校
の

在
り
方
検
討
委
員
会
」
に

て
今
後
の
市
の
方
針
を
検

討
し
ま
す
。
統
廃
合
を
前

提
と
は
せ
ず
、
幅
広
く
議

論
を
重
ね
、
よ
り
良
い
方

向
性
を
見
い
だ
し
ま
す
。

問
　
年
々
給
付
型
奨
学
金

の
希
望
者
が
増
え
て
い
る

中
、
募
集
定
員
を
40
人
か

ら
増
や
せ
な
い
の
か
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い

る
学
生
に
対
し
て
適
用
条

件
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
　
財
政
的
な
負
担
も
考

慮
し
、
募
集
人
数
や
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
見

直
し
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
現
在
の
本
市
の
支
援

制
度
で
は
、
子
ど
も
の
人

口
減
少
に
対
す
る
効
果
が

低
い
。
全
国
の
先
進
事
例

を
取
り
入
れ
、
本
市
独
自

の
人
口
減
少
対
策
の
実
施

が
急
務
で
あ
る
。
大
分
県

豊
後
高
田
市
の
事
例
も
踏

ま
え
、「
人
口
増
」
に
振

り
切
っ
た
施
策
が
必
要
で

は
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
を
応
援
す
る
施

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

先
進
事
例
を
研
究
し
、
本

市
に
暮
ら
す
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
え
る
施
策

を
検
討
し
ま
す
。

問
　
市
内
の
子
ど
も
の
人

口
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
偏

っ
て
い
る
。
国
の
施
策
で

あ
る
「
巡
回
バ
ス
」
を
活

用
し
、
市
内
保
育
施
設
の

持
続
可
能
な
在
り
方
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
現
在
、
巡
回
バ
ス
導

入
の
検
討
段
階
に
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
持

続
可
能
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
、
保
育
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問
　
市
長
が
掲
げ
る
「
縮

充
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

「
縮
小
す
る
社
会
を
受
け

入
れ
る
」
と
言
う
消
極
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。「
米

原
市
は
拡
大
し
て
い
く
、

最
低
で
も
現
状
を
維
持
し

続
け
る
」
と
言
う
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
　「
縮
充
」
は
、「
人
口

が
減
っ
て
も
、
一
人
一
人

が
今
よ
り
豊
か
だ
と
実
感

で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
」

と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
で

あ
り
、
縮
充
に
取
り
組
ん

だ
結
果
と
し
て
、
選
ば
れ

る
ま
ち
に
な
ろ
う
と
い
う

前
向
き
な
戦
略
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
有
し
、
各
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

小
中
学
校
の
少
子
化
対

策
と
統
廃
合
に
つ
い
て

○ 子どもの急激な人口減少とその具体的対応策

市
長
の
﹁
縮
充
﹂
の

考
え
に
つ
い
て

市
内
保
育
施
設
の
運

営
・
経
営
の
課
題
に
つ

い
て

給
付
型
奨
学
金
に
つ
い

て結
婚
・
出
産
・
育
児
・

教
育
の
総
合
的
支
援

山本　泰裕　議員
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問

地
震
発
生
後
、
被
害

状
況
の
把
握
や
自
治
会
や

消
防
団
な
ど
と
の
情
報
伝

達
手
段
は
。

答
　
米
原
市
地
域
防
災
計

画
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
対
す
る
体
制
と
し
て
、

南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
が

発
表
さ
れ
た
時
点
か
ら
警

戒
体
制
を
敷
き
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
ま

す
。

　
ま
た
、
市
内
で
震
度
５

強
以
上
の
地
震
が
発
生
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
全

職
員
を
招
集
し
、
市
役
所

本
庁
舎
ま
た
は
山
東
支
所

へ
参
集
し
ま
す
。
車
が
使

え
な
い
場
合
は
徒
歩
や
自

転
車
な
ど
に
よ
り
参
集
し

ま
す
。

　
非
常
用
発
電
機
や
必
要

な
通
信
設
備
を
確
保
し
て

お
り
、
自
治
会
と
の
情
報

伝
達
は
防
災
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
り
、
ま
た
消
防
団
と

の
情
報
伝
達
は
消
防
団
ア

プ
リ
に
よ
り
可
能
で
す
。

問
　
市
の
職
員
も
ま
た
被

災
者
で
あ
る
た
め
、
支
援

に
は
一
定
の
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

市
の
対
応
策
は
。

答
　
自
治
会
に
は
自
主
防

災
組
織
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
災
害
発
生
時
に
は
、

自
ら
が
助
か
る
行
動
を
と

る
自
助
と
、
近
隣
住
民
が

協
力
し
て
初
期
消
火
や
避

難
誘
導
・
自
主
避
難
所
の

開
設
な
ど
の
共
助
に
よ
る

対
応
を
地
域
で
担
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
家
庭
内
に
お

け
る
地
震
に
備
え
た
準
備

を
行
う
自
助
や
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
と
な
る
共

助
の
両
方
で
準
備
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
出
前
講

座
に
よ
る
防
災
力
向
上
や

地
域
の
方
が
自
ら
行
う
避

難
所
開
設
訓
練
な
ど
の
防

災
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
実
践
的
な
避
難
所
運

営
訓
練
お
よ
び
要
支
援
者

へ
の
訓
練
状
況
は
。

答
　
大
規
模
災
害
を
想
定

し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、
避
難
行
動
要
支
援

者
へ
の
実
践
的
な
避
難
所

運
営
訓
練
の
定
期
的
な
実

施
や
要
支
援
者
に
特
化
し

た
個
別
の
避
難
誘
導
訓
練

が
、
多
数
の
自
治
会
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
７
年
度

は
対
象
者
が
お
ら
れ
る
97

自
治
会
の
内
、
46
自
治
会

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
防
災
避
難
訓
練
が

よ
り
実
効
性
の
高
い
も
の

と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
を
強
化
し
、
避
難

体
制
の
構
築
と
自
助
・
共

助
で
つ
な
が
る
地
域
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

問
　
自
主
防
災
組
織
の
活

動
に
は
地
域
差
が
あ
る
が
、

現
状
の
活
動
状
況
を
ど
こ

ま
で
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
１
０
８
の
自
治

会
全
て
に
お
い
て
、
自
主

防
災
組
織
を
設
置
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
自

治
会
に
よ
っ
て
は
、
独
自

の
自
主
防
災
計
画
を
作
成

さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る

一
方
で
、
活
動
さ
れ
て
い

な
い
自
治
会
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
自
主
防
災
組
織

の
見
直
し
と
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
避
難
訓
練
の
実
施

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
58
の
自
治
会

が
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、

避
難
訓
練
を
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
地
域
の
自
主
防
災

組
織
活
動
へ
の
関
心
も
高

ま
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
震
発
生
時
の
初
動
情
報

収
集
体
制
お
よ
び
情
報
発

信
体
制
に
つ
い
て

○南海トラフ巨大地震対策

各
自
治
会
の
防
災
対
策
・

自
主
防
災
組
織
の
活
動
状

況
に
お
け
る
現
状
把
握
に

つ
い
て

避
難
所
に
お
け
る
運
営

訓
練
お
よ
び
避
難
行
動

要
支
援
者
へ
の
実
践
訓

練
に
つ
い
て

地
震
発
生
時
の
消
火
対
応

避
難
誘
導
・
け
が
人
な
ど

救
出
の
初
動
対
応
に
つ
い

て

山口　敬二　議員

米原市の南海トラフ巨大地震の地震規模
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問

八
潮
市
道
路
陥
没
事

故
を
教
訓
に
、
上
下
水
道

管
路
の
科
学
的
健
全
度
評

価
の
確
立
と
「
１
枚
で
見

え
る
化
」、
下
水
道
老
朽

化
対
策
、
新
技
術
導
入
を

問
う
。

答
　
管
種
・
継
手
・
地
盤

条
件
を
勘
案
し
た
更
新
方

法
に
よ
り
、
需
要
額
を
３

２
６
億
円
か
ら
２
０
３
億

円
ま
で
60
％
抑
制
し
て
い

ま
す
。
全
国
特
別
重
点
調

査
の
対
象
大
口
径
管
は
市

内
に
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
は
公
共
下

水
道
68
カ
所
と
農
業
集
落

排
水
17
カ
所
の
計
85
カ
所

あ
り
、
平
均
経
過
年
数
は

12
年
で
す
。
既
に
衛
星
画

像
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
漏

水
検
知
と
ポ
ン
プ
異
常
検

知
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

お
り
、
長
浜
市
と
技
術
共

有
の
勉
強
会
も
始
め
て
い

ま
す
。
管
路
情
報
の
「
１

枚
で
見
え
る
化
」
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
理
解
促
進

の
た
め
研
究
を
重
ね
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
公

表
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問
　
一
般
会
計
繰
入
金
の

基
準
内
・
基
準
外
の
状
況

と
、
６
年
度
水
道
料
金
値

上
げ
後
の
低
所
得
世
帯
な

ど
へ
の
負
担
軽
減
策
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
水
道
事
業
会
計
の
一

般
会
計
繰
入
金
は
約
４
０

５
１
万
円
で
、
全
額
が
基

準
内
繰
入
金
と
し
て
上
限

ま
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計
は
約
８

億
４
７
５
４
万
円
で
、
こ

の
う
ち
基
準
内
約
７
億
９

２
４
１
万
円
、
基
準
外
約

５
５
１
２
万
円
で
す
。
雨

水
処
理
に
係
る
負
担
金
約

６
７
２
２
万
円
は
適
切
に

一
般
会
計
か
ら
負
担
し
て

い
ま
す
。
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
「
米
原
ス
マ
イ
ル

応
援
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
」
を

検
討
し
た
際
に
上
下
水
道

料
金
の
軽
減
も
検
討
し
ま

し
た
が
、
両
事
業
の
料
金

シ
ス
テ
ム
改
修
に
約
１
年

を
要
す
る
こ
と
か
ら
見
送

り
ま
し
た
。

問
　
８
年
度
予
算
に
「
ウ

ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
事

前
検
討
業
務
」
と
し
て
１

５
８
１
万
８
千
円
を
計
上

し
た
理
由
と
市
の
立
場
を

問
う
。
導
入
を
前
提
と
す

る
の
か
。

答
　
下
水
道
事
業
の
現
状

把
握
、
財
政
・
施
設
・
体

制
面
の
課
題
分
析
、
事
業

手
法
の
概
略
検
討
な
ど
を

行
い
、
導
入
の
可
否
を
判

断
す
る
た
め
で
す
。
技
術

職
員
の
確
保
も
含
め
、
国

や
他
市
の
動
向
を
踏
ま
え

て
総
合
的
に
慎
重
に
判
断

し
ま
す
。
総
合
的
に
見
て

導
入
す
べ
き
で
な
い
と
い

う
結
論
が
出
た
場
合
に
は
、

そ
れ
を
尊
重
し
ま
す
。
検

討
業
務
や
調
査
業
務
の
成

果
物
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
、
導
入
の
可
否
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

議
会
で
の
十
分
な
審
議
を

経
た
上
で
進
め
る
方
針
で

す
。

問
　
国
が
９
年

度
以
降
の
下
水

道
改
築
更
新
事

業
の
国
庫
補
助

に
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
を

要
件
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、

撤
回
や
要
件
緩

和
を
求
め
る
要

望
書
を
国
に
提

出
す
る
よ
う
市

長
に
求
め
る
。

答
　
令
和
７
年

９
月
に
滋
賀
県

市
長
会
か
ら
滋

賀
県
に
対
し
、

導
入
時
期
の
延

長
や
要
件
緩
和

な
ど
の
見
直
し
に
つ
い
て

国
へ
の
働
き
か
け
を
要
望

し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し

て
も
、
引
き
続
き
県
市
長

会
な
ど
を
通
じ
た
要
望
活

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

上
下
水
道
の
現
状
は

○ 米原市の上下水道の現状と課題、ウォーター
PPP（水インフラにおける官民連携）を問う

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導

入
に
対
す
る
市
の
立
場

は

山𦚰　正孝　議員
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問

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配

備
さ
れ
て
い
る
自
治
会
に

よ
っ
て
は
、
役
員
の
交
代

に
よ
り
適
切
な
引
き
継
ぎ

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
緊
急

時
に
迅
速
な
対
応
が
で
き

な
い
懸
念
も
あ
る
。
定
期

的
な
説
明
と
、
市
民
へ
の

服
用
に
関
す
る
周
知
は
す

る
の
か
。

答
　
今
後
は
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
広
報
な
ど
を
利

用
し
て
、
定
期
的
な
周
知

に
努
め
ま
す
。

問
　
自
家
用
車
に
よ
る
避

難
が
困
難
な
方
も
多
く
お

ら
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
は

バ
ス
に
よ
る
集
団
で
の
避

難
が
効
率
的
と
考
え
る
が
、

見
解
は
ど
う
か
。

答
　
市
内
で
放
射
性
物
質

の
飛
散
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
滋
賀
県
の
計
画
に

基
づ
き
バ
ス
な
ど
で
遠
方

へ
の
広
域
避
難
を
し
ま
す
。

問
　
バ
ス
の
必
要
台
数
は

確
保
で
き
る
か
。

答
　
滋
賀
県
が
近
隣
府
県

に
バ
ス
を
要
請
し
、
移
動

方
法
の
確
保
を
想
定
し
て

お
り
、
市
も
協
力
を
行
い

ま
す
。

問
　
高
齢
者
や
乳
幼
児
、

支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方

が
、
安
心
し
て
避
難
生
活

を
送
れ
る
環
境
は
整
え
ら

れ
る
の
か
。

答
　
国
や
県
と
協
力
し
て
、

安
心
し
て
避
難
生
活
を
送

れ
る
環
境
を
確
保
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

問
　
本
年
度
に
実
施
す
る

点
検
は
、
数
年
後
の
改
修

事
業
の
た
め
と
聞
い
て
い

る
。
改
修
の
期
間
、
対
象

範
囲
、
程
度
に
つ
い
て
見

解
は
ど
う
か
。

答

12
年
度
ま
で
に
設
計

の
完
了
、
14
年
度
か
ら
２

年
程
度
の
工
事
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
東
西
入
り
口

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
、
新
幹

線
お
よ
び
在
来
線
上
空
部

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
新
幹
線
上
空
部
は
、
全

面
的
に
通
路
の
刷
新
を
図

り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
通
路
は
、
屋

根
や
床
面
の
補
修
を
見
込

み
、
ト
イ
レ
の
改
修
も
実

施
し
ま
す
。

問
　
東
口
開
発
に
よ
る
利

用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
中
、
安
全
性
と
利
便
性

の
向
上
を
ど
の
よ
う
に
図

る
の
か
。

答
　
通
路
で
の
対
向
者
に

よ
る
接
触
を
防
ぐ
た
め
、

歩
行
動
線
の
明
確
化
を
し

ま
す
。
ま
た
、
利
便
性
向

上
は
鉄
道
事
業
者
と
協
議

を
進
め
ま
す
。

問
　
安
全
性
と
利
便
性
を

一
体
的
に
高
め
る
目
的
と

し
て
、
新
幹
線
上
空
部
通

路
を
拡
幅
し
、
広
い
通
路

と
物
販
店
舗
や
休
憩
所
の

設
置
を
提
案
す
る
。
見
解

は
ど
う
か
。

答
　
新
幹
線
運
行
に
支
障

を
来
さ
ず
に
工
事
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
高
度
な

技
術
と
長
い
工
期
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
コ
ス
ト
面
や
駅
利
用
者

へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、

通
路
の
拡
幅
は
極
め
て
困

難
で
す
。

問
　
老
朽
化
対
策
は
い
ず

れ
必
ず
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
今
回
の
事
業
を

戦
略
的
な
駅
利
活
用
の
好

機
と
位
置
付
け
る
必
要
が

あ
る
。
見
解
は
ど
う
か
。

答
　
単
な
る
老
朽
化
対
策

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
ち
の

未
来
を
見
据
え
た
戦
略
的

な
投
資
と
し
て
の
意
義
も

考
慮
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
駅
施
設
と
し
て
の
基
盤

強
化
を
図
っ
た
上
で
、
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
や
活
性

化
な
ど
、
市
民
の
期
待
に

沿
え
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

と
服
用
に
つ
い
て

○原子力災害発生時の体制を問う
○米原駅東西自由通路の今後を問う

本
事
業
の
位
置
付
け
に

つ
い
て

機
能
向
上
型
の
改
修
に

つ
い
て

米
原
駅
東
西
自
由
通
路

の
改
修
に
つ
い
て

通
路
の
安
全
性
と
利
便

性
の
向
上
に
つ
い
て

長
期
避
難
先
の
環
境
に

つ
い
て

避
難
時
に
お
け
る
移
動

手
段
に
つ
い
て

川部　亮　議員

米原市と原子力発電所の位置関係
出典：滋賀県「原子力防災のしくみ」

米原駅東西自由通路
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問

行
革
デ
ジ
タ
ル
推
進

課
を
新
設
し
た
目
的
は
。

答
　
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
の
加
速
、
厳
し
い
財

政
運
営
を
踏
ま
え
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
最
大
限
活
用

し
た
行
政
経
営
改
革
を
け

ん
引
す
る
組
織
と
し
て
設

置
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
時
間
や
予
算
、
人
員
な

ど
の
余
力
を
地
域
課
題
解

決
へ
再
投
資
す
る
循
環
の

確
立
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
　
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
改

善
と
人
員
最
適
化
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

答
　
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最

先
端
技
術
を
活
用
し
、
人

間
に
し
か
で
き
な
い
業
務

以
外
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
自

動
化
を
進
め
ま
す
。
本
年

度
は
全
庁
的
な
業
務
量
調

査
を
実
施
し
、
業
務
内
容

や
時
間
、
難
易
度
を
可
視

化
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を

分
析
し
、「
自
動
化
で
き

る
定
型
業
務
」
と
「
人
が

直
接
対
応
す
べ
き
業
務
」

の
切
り
分
け
と
人
員
配
置

の
最
適
化
を
進
め
ま
す
。

問
　
デ
ー
タ
活
用
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
　
本
市
に
は
人
口
動
態

や
健
康
・
福
祉
、教
育
、施

設
利
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
継
続
的
に
分
析
す

る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
状
況
や
課
題
を
把
握

し
、
効
果
的
な
取
り
組
み

や
業
務
効
率
化
に
つ
な
げ

ま
す
。

問
　
新
た
な
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最

高
情
報
統
括
責
任
者
）
補

佐
官
に
期
待
す
る
役
割
は

何
か
。

答
　
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達

や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
加
え
、「
勘
や
経
験

に
頼
ら
な
い
、
デ
ー
タ
に

基
づ
く
行
政
経
営
（
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
）」
の
確
立
に
向
け
、

デ
ー
タ
分
析
・
可
視
化
と
、

そ
の
結
果
を
予
算
編
成
や

事
業
評
価
へ
反
映
さ
せ
る

た
め
の
戦
略
的
助
言
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

問
　
本
年
度
ど
の
よ
う
な

改
善
を
行
っ
た
の
か
。

答
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ

ー
設
置
時
期
を
例
年
よ
り

早
め
た
ほ
か
、
熱
中
症
指

数
計
を
継
続
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
へ
、
登
下
校
時
の
熱
中

症
予
防
や
緊
急
対
応
へ
の

協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

問
　
日
傘
利
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
　
日
傘
は「
歩
く
日
影
」

と
し
て
熱
中
症
対
策
に
極

め
て
有
効
と
捉
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
視
界
の
遮
り

や
強
風
時
の
危
険
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
全
指
導

が
重
要
で
す
。
今
後
は
各

学
校
の
指
導
事
例
を
整
理

し
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ
導

入
の
可
能
性
は
。

答
　
活
動
前
や
下
校
前
に

身
体
を
冷
や
す
プ
レ
ク
ー

リ
ン
グ
は
有
効
と
考
え
ま

す
。
家
庭
と
の
連
携
に
よ

る
低
コ
ス
ト
な
手
法
は
現

実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

り
、
今
後
は
事
例
を
取
り

ま
と
め
、
市
内
小
中
学
校

で
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
熱
中
症
対
策
の
統
一

基
本
方
針
を
策
定
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
　
統
一
方
針
は
策
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
国
指
針

の
下
に
県
教
育
委
員
会
策

定
の
「
熱
中
症
予
防
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
従
い
、

各
学
校
で
適
切
な
予
防
措

置
を
講
じ
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

市
内
小
中
学
校
の
安
全
水

準
の
底
上
げ
を
図
り
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
共
通

認
識
を
持
っ
て
、
熱
中
症

対
策
に
取
り
組
め
る
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
る

　
　
　
行
政
経
営
改
革

○自治体ＤＸによる行政経営改革推進を問う
○小中学校児童生徒の登下校時熱中症対策を
　問う

小
中
学
生
登
下
校
時

　
　
　
　
熱
中
症
対
策

川嶋　眞一　議員

出典：令和７年３月米原市行政経営改革プラン

出典：公益財団法人 日本高等学校野球連盟
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問

い
つ
頃
を
目
途
に
登

山
道
を
開
放
さ
れ
る
の
か
。

答
　
伊
吹
山
の
保
全
お
よ

び
復
旧
対
策
は
、
滋
賀
県

・
米
原
市
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
策
定
し
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、

各
種
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
か
ら
は
、
県

に
よ
る
６
合
目
か
ら
７
合

目
付
近
で
の
本
格
的
な
治

山
工
事
が
開
始
さ
れ
、
大

型
重
機
に
よ
る
復
旧
が
進

む
と
と
も
に
、
山
頂
付
近

で
は
県
と
市
が
連
携
し
た

植
生
回
復
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
登
山
道
の
再
開
時
期
は
、

安
全
を
最
優
先
と
し
、
今

後
の
工
事
の
中
で
斜
面
の

安
定
性
や
落
石
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
、
県
と
市
、

地
元
関
係
者
で
慎
重
に
検

討
・
判
断
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
現
時
点
で
具
体

的
な
時
期
を
示
す
こ
と
は

困
難
な
状
況
で
す
。

問
　
植
物
の
再
生
計
画
は

ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て

て
い
る
の
か
。

答
　
伊
吹
山
の
復
元
に
向

け
て
、
現
況
や
課
題
を
把

握
す
る
た
め
の
現
地
踏
査
、

他
事
例
の
調
査
に
加
え
、

治
山
砂
防
や
動
植
物
の
専

門
家
、
地
域
住
民
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

南
側
斜
面
の
復
旧
に
お
け

る
中
長
期
的
な
指
針
と
な

る
「
伊
吹
山
復
旧
基
本
構

想
」
を
令
和
７
年
５
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
構
想
で
は
、
復
旧

の
進し

ん
ち
ょ
く捗
を
客
観
的
に
評
価

す
る
指
標
と
し
て
、
山
の

斜
面
が
ど
れ
だ
け
植
物
に

覆
わ
れ
て
い
る
か
を
示
す

「
植し

ょ
く
ひ
り
つ

被
率
」の
目
標
値
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
目

標
達
成
に
向
け
、
植
物
を

植
え
る
だ
け
で
な
く
、
土

砂
流
出
の
防
止
や
食
害
対

策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
植
物
が
根
付
く
面
積

を
確
実
に
高
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
学
校
に
お
け
る
危
機

管
理
は
で
き
て
い
る
か
。

答
　
学
校
は
、
子
ど
も
た

ち
や
教
職
員
の
生
命
や
心

身
に
危
害
を
も
た
ら
す
様

々
な
危
機
を
未
然
に
防
止

す
る
と
と
も
に
、
万
一
事

件
や
事
故
・
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
の
危
機

管
理
体
制
を
確
立
し
、
適

切
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る

こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
事
件
や
事
故
・
災
害
は

予
測
困
難
な
面
も
あ
り
ま

す
が
、
学
校
の
防
災
危
機

管
理
体
制
を
常
日
頃
か
ら

整
備
し
、
実
効
性
の
高
い

も
の
に
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
市
内
小
中
学
校
に
お
い

て
は
、「
学
校
安
全
計
画
」

と
「
防
災
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
例

え
ば
、
不
審
者
対
応
で
は
、

警
察
と
連
携
し
た
訓
練
を

実
施
す
る
な
ど
、
防
犯
体

制
の
構
築
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

問
　
学
校
に
お
け
る
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で
き

て
い
る
か
。

答
　
市
内
小
中
学
校
で
は
、

学
校
ご
と
に
防
災
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
お
り
、
校
長
を
本
部
長

と
す
る
学
校
災
害
対
策

本
部
を
組
織
し
、
年
間
を

通
し
て
計
画
的
に
不
審
者
、

地
震
・
土
砂
災
害
、
火
災

発
生
に
対
応
す
る
た
め
の

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
毎
年
、
市
教
育
委
員

会
に
提
出
を
求
め
、
事
務

局
で
内
容
の
点
検
を
行
う

と
と
も
に
、
各
学
校
か
ら

は
消
防
署
に
提
出
を
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
助
言

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

伊
吹
山
の
修
復
に
つ
い

て

○伊吹山の修復
○学校における危機管理

学
校
に
お
け
る
危
機
管

理
に
つ
い
て

鹿取　和幸　議員
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問

教
職
員
な
ど
子
ど
も

と
接
し
て
い
る
大
人
を
通

じ
た
把
握
と
、
子
ど
も
本

人
の
意
見
表
明
を
区
別
し

て
い
る
か
。

答
　
大
人
を
介
し
た
意
見

と
子
ど
も
本
人
の
声
は
区

別
す
る
必
要
が
あ
り
、
本

人
の
思
い
を
吸
い
上
げ
ら

れ
た
か
と
い
う
点
は
真し

ん
し摯

に
向
き
合
う
べ
き
課
題
で

す
。
今
後
は
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
を
行
う
専
門
職
や
民

間
団
体
と
連
携
し
、
子
ど

も
が
安
心
で
き
る
環
境
で

声
を
受
け
止
め
、
意
見
表

明
の
機
会
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

問
　
審
議
会
へ
の
10
代
の

応
募
は
な
い
が
、
市
が
懸

念
す
る
心
理
的
負
担
は
子

ど
も
本
人
の
声
に
基
づ
く

も
の
か
。

答
　
子
ど
も
本
人
か
ら
の

訴
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
大
勢
の
大
人
や
専

門
用
語
が
飛
び
交
う
場
で

意
見
を
述
べ
る
負
担
は
大

き
く
、
放
課
後
や
夜
間
の

開
催
な
ど
時
間
的
な
制
約

も
あ
り
ま
す
。
多
様
な
参

画
方
法
で
よ
り
実
効
的
な

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

問
　
反
映
で
き
た
成
果
だ

け
で
な
く
、
反
映
が
難
し

か
っ
た
意
見
も
、
そ
の
理

由
を
子
ど
も
が
分
か
る
形

で
返
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
社
会
参
画
の
意
義
を

実
感
す
る
に
は
、
反
映
結

果
や
検
討
の
過
程
を
示
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
反
映

が
難
し
か
っ
た
意
見
も
、

分
か
り
や
す
い
言
葉
や
図

で
伝
え
方
を
工
夫
し
、
自

分
た
ち
の
声
が
大
切
に
さ

れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

問
　
卒
業
後
６
年
間
の
定

住
条
件
は
、
子
ど
も
本
人

の
最
善
の
利
益
に
照
ら
し

て
妥
当
か
。

答
　
進
学
の
不
安
を
な
く

す
点
で
は
本
人
の
利
益
に

資
し
ま
す
。
一
方
、
18
歳

と
い
う
選
択
肢
が
広
が
る

時
期
の
６
年
間
の
定
住
条

件
は
、
キ
ャ
リ
ア
を
築
く

時
期
の
制
約
と
な
り
得
る

課
題
で
す
。

問
　
経
済
的
な
条
件
を
伴

う
定
住
を
促
す
こ
と
は
、

子
ど
も
条
例
の
理
念
と
整

合
す
る
の
か
。

答
　
条
例
は
子
ど
も
が
夢

や
希
望
を
持
っ
て
成
長
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
掲
げ
、

本
制
度
は
学
ぶ
権
利
や
自

己
実
現
を
支
え
る
点
で
趣

旨
に
資
す
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
地
域
へ

の
愛
着
を
育
て
る
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も

力
を
入
れ
、
若
者
が
主
体

的
に
定
着
を
選
べ
る
環
境

を
整
え
ま
す
。

問
　
今
後
の
制
度
見
直
し

で
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
。

答
　
奨
学
金
の
本
質
は
教

育
の
機
会
均
等
と
子
ど
も

の
自
己
実
現
の
支
援
に
あ

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
定

住
促
進
に
加
え
、
学
ぶ
権

利
や
将
来
の
可
能
性
な
ど

学
生
本
人
の
最
善
の
利
益

の
最
大
化
も
制
度
の
根
幹

に
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
見
直
し
に
あ
た
り
、

当
事
者
で
あ
る
若
者
の
声

を
聴
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
当
事
者
の
視
点
は
重

要
で
す
。
日
々
の
相
談
や

高
校
へ
の
訪
問
で
現
場
か

ら
汲
み
取
っ
た
若
者
本
人

の
声
を
分
析
し
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
　
生
活
保
護
世
帯
の
子

ど
も
な
ど
支
援
の
対
象
を

ど
う
捉
え
る
の
か
。

答
　
特
定
の
世
帯
に
限
定

せ
ず
、
真
に
給
付
を
必
要

と
す
る
方
を
広
く
対
象
と

で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

そ
の
際
も
子
ど
も
を
権
利

の
主
体
と
し
て
尊
重
し
、

一
人
一
人
の
将
来
へ
の
意

欲
を
受
け
止
め
て
、
制
度

設
計
の
根
幹
に
据
え
ま
す
。

子
ど
も
の
声
を
権
利
と
し

て
受
け
止
め
る
市
政
へ

○こどもの意見表明権の実効的な保障
○米原市給付型奨学金制度

振角　大祐　議員

奨
学
金
を
定
住
の
条
件
か

ら
子
ど
も
の
未
来
へ

こどもの意見表明権　子どもの権利条約や米原市子
ども条例では、子どもが、自分に関わることについて
自由に意見を言い、その意見が年齢などに応じて尊
重される権利が定められています。
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問

全
国
の
市
町
村
の
約

９
割
が
地
籍
調
査
に
着
手

し
、
そ
の
う
ち
約
３
割
が

既
に
調
査
を
完
了
し
て
い

る
。
米
原
市
で
は
調
査
対

象
面
積
に
対
し
、
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
本
市
の
実
施
状
況
は
、

６
年
度
末
時
点
に
お
い
て

市
内
の
調
査
対
象
面
積
約

２
０
０
平
方
㌔
m
に
対
し

て
調
査
済
面
積
が
約
23
・

７
平
方
㌔
m
で
あ
り
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

率
に
し
て
約
12
％
の
実

施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
地
籍
調
査
は
土
地
に

関
わ
る
多
く
の
行
政
活
動

や
経
済
活
動
の
支
障
を
取

り
除
く
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
効
果
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
市
民
や
行
政
に
と

っ
て
地
籍
調
査
を
行
う
メ

リ
ッ
ト
は
。

答
　
現
在
、
土
地
の
形
状

や
面
積
な
ど
は
、
法
務
局

に
備
え
付
け
の
明
治
時
代

の
地
租
改
正
で
作
成
さ
れ

た
公
図
な
ど
が
基
本
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
公
図
で

は
正
確
な
境
界
が
確
認
で

き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
の
土

地
取
引
の
円
滑
化
や
公
共

事
業
の
効
率
化
、
災
害
発

生
時
で
の
復
旧
事
業
の
境

界
復
元
な
ど
に
有
効
活
用

で
き
る
こ
と
が
、
地
籍
調

査
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

問
　
地
籍
調
査
は
補
助
率

の
高
い
事
業
で
す
。
後
は

手
間
の
問
題
で
す
。
そ
こ

で
、
地
籍
調
査
実
施
に
伴

う
組
織
体
制
は
。

答
　
現
在
、
担
当
部
署
に

お
い
て
他
業
務
と
兼
任
す

る
職
員
２
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
１
地
区
を
担
当
し
、
２

地
域
同
時
進
行
で
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
近
隣
市
の
状
況
は
、
長

浜
市
は
専
任
職
員
３
人
に

よ
り
地
籍
調
査
を
実
施
さ

れ
て
お
り
、
彦
根
市
で
は

兼
任
２
人
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
　
組
織
体
制
の
充
実
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
市
の

見
解
は
。

答
　
市
役
所
全
体
の
業
務

量
に
応
じ
て
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
地
籍
調
査
は
測
量
の
知

識
も
必
要
で
す
が
、
市
役

所
の
み
な
ら
ず
技
術
者
が

不
足
し
て
い
る
現
状
か
ら

増
員
は
難
し
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
新
技
術
の
採
用
や

事
務
の
簡
素
化
に
よ
り
効

率
化
を
図
り
、
事
業
推
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
学
生
な
ど
の
歩
行
者

は
も
と
よ
り
、
自
転
車
利

用
者
や
車
道
通
行
者
の
安

全
確
保
に
と
っ
て
歩
道
は

必
要
で
す
。
歩
道
が
一
部

無
い
こ
と
を
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
歩
道
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
27
年
に
本

市
か
ら
滋
賀
国
道
事
務
所

へ
要
望
を
行
い
、
歩
道
未

整
備
で
あ
っ
た
約
２
７
０

m
の
う
ち
、
路
肩
が
窮
屈

で
あ
っ
た
約
１
５
０
m
部

分
に
つ
い
て
整
備
が
行
わ

れ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
道
路
管
理
者
で

あ
る
滋
賀
県
へ
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
国
か
ら
移
管
さ
れ

て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
今

後
の
歩
行
者
の
利
用
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
必
要
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
事

業
化
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
の
回
答
を
受
け
ま
し

た
。
本
市
と
し
て
は
、
駅

や
本
庁
舎
を
利
用
す
る
歩

行
者
な
ど
の
安
全
性
の
確

保
に
向
け
て
、
滋
賀
県
に

対
し
て
未
整
備
区
間
の
歩

道
整
備
に
つ
い
て
要
望
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
地
籍
調
査
の
実

施
状
況
に
つ
い
て

○地籍調査の現状
○旧国道８号の安全確保

本
庁
舎
を
利
用
す
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
に
つ

い
て

実
施
に
伴
う
組
織
体
制

に
つ
い
て

地
籍
調
査
を
行
う
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て

須藤　正明　議員

旧国道８号歩道未整備箇所
（西円寺交差点側から米原駅方面を望む）
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問

市
長
が
求
め
る
自
治

会
の
役
割
と
は
。

答
　「
す
み
ト
ー
ク
」と
し

て
、
27
の
自
治
会
で
行
い
、

自
治
会
長
の
な
り
手
不
足

や
人
口
減
少
に
伴
う
自
治

会
存
続
へ
の
不
安
な
ど
お

聞
き
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

自
治
会
業
務
の
効
率
化
や

負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
自
治
会
に
期

待
す
る
役
割
は
、
防
災
・

防
犯
な
ど
、
市
民
が
暮
ら

す
た
め
の
基
盤
や
、
解
決

が
困
難
な
地
域
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
の
、
自

立
し
た
組
織
で
す
。

問
　
地
域
の
課
題
の
解
決

の
た
め
、
自
治
会
で
地
域

担
当
職
員
・
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
制
度
を
始
め
ら
れ

た
が
、
市
全
域
に
広
が
れ

ば
、
広
域
的
な
地
域
の
つ

な
が
り
が
芽
生
え
る
は
ず

で
あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
廃

止
さ
れ
た
の
か
。

答
　
地
域
ご
と
に
異
な
る

課
題
に
対
し
、
市
と
し
て

の
目
指
す
べ
き
将
来
像
の

提
示
が
十
分
で
な
か
っ
た

面
や
、
具
体
的
な
伴
走
支

援
が
な
か
っ
た
た
め
な
ど

で
す
。

問
　
人
口
減
少
が
著
し
い

東
草
野
地
域
で
広
域
的
な

連
携
組
織
つ
く
り
を
目
指

さ
れ
た
。
学
校
跡
地
活
用

の
廃
止
や
コ
ロ
ナ
禍
で
中

断
さ
れ
た
が
、
今
後
は
ど

う
さ
れ
る
の
か
。

答
　
東
草
野
地
域
で
は
、

学
校
跡
地
の
活
用
は
断
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
人
口
減

少
課
題
へ
の
熱
意
が
消
え

た
わ
け
で
は
な
く
、
新
た

に
、
地
域
農
業
の
担
い
手

と
し
て
、
農
業
み
ら
い
つ

く
り
隊
員
の
活
動
も
始
ま

り
、
広
域
連
携
体
制
を
よ

り
一
層
強
化
し
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
解
決
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
吹

市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
の
移

転
を
契
機
に
、
提
言
の
実

現
に
向
け
て
、
市
も
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地

域
連
携
の
仕
組
み
も
視
野

に
入
れ
た
検
討
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

問
　
市
は
、
自
治
会
連
絡

協
議
会
・
市
民
活
動
団
体

を
支
援
し
な
が
ら
地
域
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
答

弁
さ
れ
て
き
た

が
、
単
年
度
任

期
な
ど
の
自
治

会
の
し
く
み
で

地
域
の
問
題
解

決
や
十
分
な
活

動
が
で
き
た
の

か
。
別
図
の
よ

う
な
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
を

立
ち
上
げ
る
べ

き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

答
　
単
独
自
治

会
で
は
、
難
し

い
大
き
な
課
題

や
共
通
す
る
課

題
の
解
決
と
し
て
「
地
域

づ
く
り
協
議
会
」
の
組
織

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
取
り
組
む
こ
と
は
、

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
現
在
、
伊
吹
地

域
で
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル

の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
必
要

な
仕
組
み
や
支
援
体
制
の

構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
遂
行
能
力
は
十
分
だ

と
し
て
も
、
兼
務
に
よ
る

時
間
の
制
約
、
勤
務
場
所

の
制
約
か
ら
行
政
事
務
に

支
障
が
出
な
い
と
言
い
切

れ
る
の
か
。
特
に
５
６
４

億
円
に
及
ぶ
新
施
設
の
建

設
運
営
の
最
盛
期
で
も
あ

る
が
。

答
　
長
浜
市
副
市
長
に
就

任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
立
場
に
変
化
は
あ
り

ま
す
が
、
湖
北
広
域
行
政

事
務
セ
ン
タ
ー
の
規
約
上
、

管
理
者
の
資
格
に
抵
触
す

る
も
の
で
は
な
く
、
管
理

者
と
し
て
の
職
務
遂
行
に

支
障
が
生
じ
る
も
の
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
協
議
会
の

設
置
に
つ
い
て

○地域づくり協議会の設置
○ 湖北広域行政事務センター管理者の兼務

矢野　邦昭　議員

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ

ン
タ
ー
管
理
者
の
長
浜

市
副
市
長
と
の
兼
務
に

つ
い
て
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問

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
へ

の
対
策
は
。

答
　
今
年
３
月
「
米
原
ス

マ
イ
ル
応
援
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
」
を
、
県
内
で
も
い
ち

早
く
全
て
の
市
民
に
お
届

け
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
引

き
続
き
、
市
民
の
皆
様
が

安
心
感
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
的
確
な
状
況

把
握
と
機
動
的
な
対
応
に

努
め
ま
す
。

問
　
燃
油
の
価
格
高
騰
、

供
給
不
足
に
よ
る
中
小
企

業
へ
の
対
応
は
。

答
　
事
業
者
の
声
を
丁
寧

に
聞
き
取
り
、
関
係
機
関

と
の
連
携
や
必
要
な
支
援

策
の
検
討
に
努
め
ま
す
。

問
　
ナ
フ
サ
な
ど
の
供
給

不
足
に
よ
る
医
療
・
介
護

施
設
の
現
状
は
。

答
　
現
時
点
に
お
い
て
、

業
務
に
支
障
を
来
し
て
い

る
と
い
っ
た
具
体
的
な
報

告
や
相
談
は
受
け
て
い
ま

せ
ん
。

問
　
農
業
へ
の
影
響
は
。

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
農

業
者
へ
の
直
接
支
援
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
直

面
さ
れ
て
い
る
課
題
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
国
や
県

に
対
し
て
、
現
場
の
実
情

を
伝
え
、
必
要
な
支
援
を

求
め
る
な
ど
適
切
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

問
　
資
材
不
足
に
よ
る
公

共
事
業
へ
の
影
響
は
。

答
　
工
事
内
容
や
発
注
時

期
の
見
直
し
を
行
い
、
適

正
な
工
期
を
確
保
し
つ
つ
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
最

小
限
に
な
る
よ
う
公
共
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
契
約
後
で
納
期
が
守

ら
れ
な
い
場
合
の
対
応
は
。

答
　
資
材
不
足
で
納
期
な

ど
に
変
更
が
起
こ
っ
た
場

合
は
、
資
材
の
変
更
、
工

事
内
容
の
変
更
、
次
年
度

へ
の
工
事
の
分
割
を
検
討

し
た
上
で
、
適
正
な
工
期

の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問
　
予
防
・
警
戒
体
制
は
。

答
　
気
象
条
件
が
一
定
の

基
準
に
達
し
た
場
合
に
、

「
林
野
火
災
注
意
報
・
警

報
」
の
発
令
が
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
「
野
焼
き
」
な
ど
、

屋
外
で
の
火
の
使
用
全
般

に
注
意
、
警
戒
を
促
す
も

の
で
す
。
市
で
は
、
即
時

性
の
あ
る
本
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

防
災
ア
プ
リ
、
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
な
ど
の
媒
体
を
通

じ
て
周
知
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
米
原
消
防
署
で

は
広
報
車
で
巡
回
し
直
接

的
な
周
知
を
行
う
な
ど
、

市
民
が
「
今
は
非
常
に
危

険
な
状
況
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
を
共
有
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
　
消
防
団
や
地
域
防
災

組
織
の
協
力
体
制
と
資
機

材
の
配
備
状
況
は
。

答
　
消
防
団
お
よ
び
自
主

防
災
組
織
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
皆
様
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
山
林
火
災
で
は
重
量
の

あ
る
資
機
材
の
取
り
扱
い

は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
機
動
性
に

優
れ
た
「
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ

ー
タ
ー
」
を
65
台
配
備
し

て
い
ま
す
。
こ
の
資
機
材

は
、
消
防
車
が
進
入
で
き

な
い
急
傾
斜
地
や
狭
い
場

所
で
も
、
少
人
数
か
つ
軽

量
な
装
備
で
消
火
活
動
を

行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る

も
の
で
、
体
力
的
負
担
を

軽
減
し
な
が
ら
効
果
的
な

消
火
活
動
を
継
続
す
る
た

め
に
極
め
て
有
効
な
装
備

と
な
り
ま
す
。

中
東
情
勢
の
市
民
生
活

へ
の
影
響
は

○ 中東情勢の緊張緩和が見えない中、市民の生活
や地元経済を守る課題を問う
○ 森林火災や大規模住宅火災など「火災の大規模
化」について市の対応を問う

藤田　正雄　議員

大
規
模
火
災
に
対
す
る

市
の
対
応
は

ジェットシューターを利用した訓練の様子
（防災危機管理課提供資料）
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問

米
原
市
の
８
年
度
の

予
算
規
模
は
、
妥
当
な
予

算
額
と
言
え
る
の
か
。

答
　
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
の
進
行
に
伴
い
、
人

件
費
・
扶
助
費
（
社
会
保

障
費
）・
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
な
ど
の
増
加
に

対
し
て
、
市
税
の
伸
び
悩

ん
で
お
り
、
今
後
は
予
算

規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
経
常
収
支
比
率
が
年

々
上
が
っ
て
き
て
い
る
点

の
見
解
は
。

答
　
６
年
度
を
例
に
挙
げ

る
と
、
経
常
一
般
財
源
１

３
７
億
円
の
う
ち
１
２
６

億
円
は
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
に
充
て
て
い

ま
す
。
本
市
は
、
県
内
13

市
の
平
均
値
92
・
７
％
よ

り
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
差
は
わ
ず
か
で
あ
り
、

財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進

ん
で
い
る
の
が
実
情
で
す
。

今
後
は
予
算
を
見
直
し
、

財
政
構
造
の
転
換
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
長
年
継
続
し
て
い
る

補
助
金
や
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
見
直

し
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
人
口
が
減
少
し
、
暮

ら
し
を
支
え
る
社
会
資
源

が
縮
小
す
る
中
、
地
域
や

生
活
の
質
を
高
め
、
充
実

さ
せ
る
と
い
う
「
縮
充
」

の
発
想
の
も
と
、
市
民
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
見

直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直

す
と
い
う
視
点
で
施
策
の

最
適
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
持
続
可
能
な
ま
ち
に

す
る
た
め
の
行
財
政
改
革

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
　
改
革
の
一
つ
と
し
て
、

地
域
に
直
接
出
向
い
て
、

住
民
票
の
発
行
や
行
政
相

談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
、
ワ
ゴ
ン
車
で
実
施

す
る
「
移
動
市
役
所
」
を

本
格
運
行
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

お
カ
ネ
、
そ
し
て
情
報
と

い
う
限
ら
れ
た
経
営
資
源

を
有
効
に
生
か
し
た
行
財

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問
　
行
財
政
改
革
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
、
市
民
の

認
識
は
ど
う
か
。

答
　
転
換
期
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
様
に
現
状
を

理
解
い
た
だ
き
、
課
題
を

「
自
分
ご
と
」と
し
て
捉
え

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
対

話
」
は
不
可
欠
で
あ
り
、

米
原
市
自
治
基
本
条
例
第

７
条
に
定
め
る
「
情
報
の

共
有
」
の
原
則
の
下
、
行

政
情
報
を
市
民
と
共
有
す

べ
き
公
共
的
財
産
と
位
置

付
け
、
説
明
責
任
を
果
た

す
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
ど
の
よ
う
な
米
原
市

の
未
来
を
描
い
て
い
る
の

か
。

答
　
将
来
世
代
に
過
大
な

負
担
を
残
さ
な
い
健
全
な

行
財
政
運
営
を
行
い
な
が

ら
、
限
り
あ
る
資
源
を
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
の
構
築
へ
と
振
り

向
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の

上
で
、
地
域
の
支
え
合
い

が
あ
り
、
災
害
に
強
く
安

全
で
、
子
ど
も
た
ち
を
社

会
全
体
で
育
む
、
活
気
あ

ふ
れ
る
米
原
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

予
算
規
模
に
つ
い
て

○人口減少時代における自治体経営のあり方

川北　勝平　議員

市
民
意
識
に
つ
い
て

将
来
世
代
へ
の
責
任
に

つ
い
て

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

各
種
施
策
の
見
直
し
に

つ
い
て

経
常
収
支
比
率
に
つ
い

て
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（
仮
称
）米
原
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の
骨
子
固
ま
る

自治体議会を取り巻くハラスメントの現状
  ～なぜハラスメント防止条例が必要なのか？～

「（仮称）米原市議会ハラスメント防止条例」前文
  ～条例前文に込めた思いとは？～

　近年、職場におけるハラスメントに関する問題が大きく取り上げられる機会が
増えてきました。労働施策総合推進法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法
などの労働法制に係る法令も改正され、パワーハラスメントをはじめとした各ハ
ラスメントに対する規制が強化されてきています。

公務職場では、全国の多くの自治体で首長や議員から職員に対するハラスメン
ト事案が発生し、新聞報道やニュースでも取り上げられており、中には、深刻な事
態に発展してしまった事例も見られるところです。特に、議会と職員の関係にあっ
ては、その関係性が一般的な労使の関係ではないことから、労働法制の適用はな
く、政治倫理条例での対応となりますが、政治倫理条例にはハラスメントの定義な
ど詳細な規定がないことから、ハラスメントの防止および相談体制の整備、事案発
生時における手続きなどを定めた独自条例の必要性が問われています。
　全国の各自治体議会では、このような状況を打破すべく、ハラスメントの防止
などを定めた独自条例の制定が大きなうねりとなっています。
　本市議会では、ハラスメントの防止、相談窓口の整備、事案発生時における手続
きなどについて定めた条例を制定することで、ハラスメントの撲滅に向けた取り
組みを推進することとしています。

議会ハラスメント防止対策制度創設特別委員会では、これまで計７回にわたり
委員会を開催し、今般、「（仮称）米原市議会ハ
ラスメント防止条例」の骨子を決定しました。
　条例は、９月議会で委員会発議として議会
に提案する予定です。

条例の前文

　前文では、まず、議会と執行機関が対等な立場で市政を
牽引するパートナーであるという「事実」を改めて明確に
しています。
次に、ハラスメントの本質は人の慢心や傲

ご う

慢
ま ん

にあり、決し
て許されない愚行であることを強調します。
　この前文には、自他を等しく尊重する「思いやり」の精
神に基づき、良好な職場環境を確保することで、円滑かつ
効率的な市政運営の実現を目指すという本市議会の決意
が込められています。

　米原市議会議員は、市民の負託を受けた代表
者であり、米原市の意思決定に携わる重要な責
務を有している。その意思決定に至る過程には
市長をはじめとした執行機関および執行機関の
職員による誠実な職務執行により各種の政策、
施策が立案されている。
議員は、意思決定機関である議会と執行機関

が対等な立場に立ち、車の両輪となってそれぞ
れの役割を果たし市政運営を担っているという
事実を忘れてはならない。
　また、議会内においてもそれぞれの議員が多
様性を尊重しながら議会の意思決定を図ってい
かなければならない。
ハラスメントは、人の慢心や傲慢によって生

まれるものであり、その結果は人格を否定し、人
の尊厳を奪う暴挙であり、かつ、勤務環境や議会
活動の悪化を招き、業務遂行の支障につながり、
ひいては市民サービスを低下させ、市民のみな
らず社会からの信用および信頼を失うこととな
る愚行以外の何ものでもない。
　よって、米原市議会は、ハラスメントの根絶と
未然防止を図ることにより全ての職員および議
員が個人としての尊厳を尊重され、快適に働く
ことができる環境を確立することで、執行機関
と議会がその役割を十分発揮し、市民から信頼
される議会の実現に資することを決意し、この
条例を制定する。
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　政務活動費とは… 　使い道は…　交付額は…

　地方自治法に基づいて市議会議員の調査研
究その他の活動に資する経費の一部として交
付されるものです。
　交付対象や額、交付の方法、政務活動費を充
てることができる経費の範囲は、「米原市議会
政務活動費の交付に関する条例」に定められて
います。

　ページ下段の表のとおり、
先進地調査等に要する交通費
や宿泊費、研修会などへの参
加費、広報紙の印刷費や折込
手数料、事務用品費、活動に必
要な書籍の購入などに使われ
ています。

議員１人当たり
月１万５千円
　「会派」または「会
派に属さない議員」
に対して交付されま
す。

令和７年11月から新たな議員任期が始まりました。
令和７年11月分から令和８年３月分までの政務活動費を
精算しました。

● 政務活動費の収支報告一覧表　（会派の構成は、令和８年３月末時点のものです。）

● 政務活動費を充てることができる主な経費

単位：円

※残額があった場合は返還し、支出額が交付額を超える場合は自己負担しています。

収支報告書および支出一覧表はウェブへ

令和７（2025）年度
（11月分～３月分）
政務活動費収支報告

項　目 内　容 例

調査研究費 市の事務に関する調査研究・調査委託に要する経費
調査研究のために必要な先進地調査、現地調査に要する経費

交通費、旅費、宿泊費、
調査委託費等

研修費 研修会の開催に必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要
する経費

講師謝金、会場費、参加費、
交通費等

広報費 活動・市政について市民へ報告するために要する経費 印刷費、新聞折込手数料等

要請・陳情活動費 要請・陳情活動を行うために要する経費 交通費、旅費、宿泊費、
資料印刷費等

資料作成費 活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷費、事務用品費等
資料購入費 活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費 書籍購入等

会派名 天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 会派に属さない議員

構成人数等 ６人 ４人 ２人 川嶋眞一 藤本敦子 振角大祐 細野正行

収
入

内訳
交付額 450,000 300,000 150,000 75,000 75,000 75,000 75,000
その他（利息） 334 70 ０ 32 65 59 45

収入合計 450,334 300,070 150,000 75,032 75,065 75,059 75,045

支
出

内訳

調査研究費 96,600 0 0 0 0 0 0
研修費 0 137,280 39,000 0 0 0 0
広報費 268,000 0 98,328 0 73,580 0 0
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 0 59,727 3,000 0 0 0 0
資料購入費 0 0 35,610 0 6,030 79,425 45,981

支出合計 364,600 197,007 175,938 0 79,610 79,425 45,981

自己負担額 ０ ０ 25,938 ０ 4,545 4,366 ０
返還額 85,734 103,063 ０ 75,032 0 ０ 29,064
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今
号
を
お
届
け
す
る
頃
に
は
、
梅
雨
も
明
け
、
夏
本
番
を
迎
え
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
青
空
の
下
で
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
過
ご
す
時
間

は
、何
よ
り
の
宝
物
で
す
。

　
米
原
市
内
で
は
、七
夕
や
夏
祭
り
、観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
＃
き
た
よ
米

原
」、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域

の
賑
わ
い
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
参
加
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の

春
か
ら
始
ま
っ
た
「
米
原
ス
マ
イ
ル
応
援
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
」
を
ま
だ
ご
使

用
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、夏
の
レ
ジ
ャ
ー
や
地
元
の
お
店
で
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
市
民
の
声
が
長
年
に
わ
た
り
議
会
に
届
け
ら
れ
、実

現
し
た
取
り
組
み
で
す
。
地
域
で
お
金
が
回
る
こ
と
は
、米
原
の
活
気
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
市
民
生
活
に
身
近
な
課
題
に
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
夏
の
暑
さ
の
中
で
も
、
熱
中
症
対
策
な
ど
、
住
民

の
健
康
・
安
全
の
観
点
も
大
切
に
し
な
が
ら
、皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
夏
を
健
や
か
に
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
議
会

だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
山
𦚰
正
孝
）

委　員　長　振角　大祐　　副委員長　川部　亮
委　　員　川北　勝平　　委　　員　須藤　正明
委　　員　山本　泰裕　　委　　員　山𦚰　正孝

編
集
後
記

次回  令和８年第３回（９月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土
8/30 8/31

開会
予算・決算
委員会

1 2
一般質問

3
一般質問

4
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

5

6 7
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

8
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

9
民生教育委
員会・予算
決算分科会

10
民生教育委
員会・予算
決算分科会

11
民生教育委
員会・予算
決算分科会

12

13 14 15 16 17
予算・決算
委員会
議会運営委員会

18
本会議
予算・決算
委員会

19

20 21 22 23 24
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

25
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

26

27 28
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

29
民生教育委
員会・予算
決算分科会

30
民生教育委
員会・予算
決算分科会

10/1
民生教育委
員会・予算
決算分科会

10/2 10
/3

10/4 10/5 10/6 10/7 10/8
予算・決算
委員会
議会運営委員会

10/9
閉会日

議会の動き
４月

10日　議会だより編集委員会
15日　委員会協議会（総務産業建設）
16日　近畿市議会議長会　定期総会
17日　議会運営委員会
20日　議会ハラスメント防止対策制度創設特別委員会

５月
11日　行政視察受入（東京都町田市）
14日　行政視察受入（高知県南国市）
15日　伊吹山現地視察（2常任委員会）
19日　行政視察受入（岡山県倉敷市）
20日　委員会協議会（2常任委員会）
21日　議会ハラスメント防止対策制度創設特別委員会
22日　長浜・米原市議会連絡協議会　総会
25日　議会運営委員会
27日　全国市議会議長会　定期総会等
29日　議員全員協議会

６月
2日　議会運営委員会
4日　第2回定例会【初日】

　　議員全員協議会、予算・決算常任委員会（全体会）
　　議会だより編集委員会

8日　第2回定例会【2日目】一般質問
9日　第2回定例会【3日目】一般質問

10日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会
15日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
16日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
19日　議会ハラスメント防止対策制度創設特別委員会
24日　予算・決算常任委員会（全体会）
25日　議会運営委員会
26日　第2回定例会【最終日】

　　議員全員協議会
　　議会デジタル化広聴推進委員会

29日　湖北広域行政事務センター議会　臨時会

議会の傍聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、一般質問、閉会日の本会議の模様を
伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

【開会予定時刻】　開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30、閉会日：10:15
※　日程・時間は、変更の場合有



環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

第21回米原市芸術展覧会　【市議会議長賞】
受賞おめでとうございます。

【書部門】
「短詩堀口大學」　橋本 美代子　様

　【彫刻・工芸部門】
「心経仏」　中川 善雄　様

　【絵画部門】
「きざし」　臼井 洋子　様

第21回米原市芸術展覧会の「市議会議長賞」
受賞作品をご紹介する目的で掲載しています。
作品を写真撮影し、印刷したものであるため、
実際の作品の色味、サイズなどとは異なるもので
あることをご容赦ください。

　　【写真部門】
「余の景」　杉谷 眞人　様


